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[image: image2.wmf]右は正常な人の脳

左はシンナー乱用している人

のちぢんでしまった脳
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[image: image3.wmf]薬物の種類（興奮系）

•

覚せい剤

•

ＭＤＭＡ

•

コカイン

こうふんけい


	さて、違法な薬物の種類について、おおまかに説明します。

この画面に集められているのは、異常に興奮させるドラッグです。

クスリが効いている間は、食べなくても、眠らなくても、興奮状態のままとなります。


	スライド 4
	
[image: image4.wmf]薬物の種類（抑制系）

•

麻薬（アヘンなど）

•

向精神薬（精神安定剤など）

•

有機溶剤（シンナー、トルエンなど）

よくせいけい


	○つぎに、ここで紹介しているのは、とろ～んとしたい気分だなと感じさせるドラッグです。

○クスリが効いている間は、夢見心地となります。



	スライド 5
	
[image: image5.wmf]薬物の種類（幻覚系）

•

ＬＳＤ

•

大麻

•

マジックマッシュルーム

げんかくけい


	○つぎに、ここで紹介しているのは、幻聴や幻覚などを呼び起こすドラッグです。

○クスリが効いている間は、別世界にいるような感覚や実際にはありえないことを体験します。
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[image: image6.wmf]危険なドラッグ（薬物）はどれ？

•

鎮痛剤（いたみどめの薬）

•

かぜ薬

•

せきどめ薬

•

ガスライター

•

酒

•

タバコ

•

スピード、エス、タマ

どれが薬物（ドラッグ）だろう？


	さて、この中で、どれが危険なドラッグになるか、わかりますか？

実は全部、危険なドラッグになるんですね。

いちばん下のスピード、エス、タマは、覚せい剤やMDMAの別名なんだけど、皆さんにもお馴染みの上の６つも、使い方（用法・用量）を間違えると危険なドラッグなんです。

そのいくつかの例を紹介しましょう。

○ある人は、頭をスッキリさせたくて、毎日少量の鎮痛剤や風邪薬を飲んでいましたが、ついには毎日大量に飲まないとスッキリしなくなってしまい、依存症になってしまいました。

○ある人は、咳止めの薬を飲んだ後のスッキリ感がクセになってしまい、依存症になってしまいました。

両方とも、飲む量や回数を守らず、好き勝手に飲んでいた結果、依存症になってしまったのです。

○100円ガスライターやカセットコンロのガスカートリッジのガスをたびたび吸引した中高生が、爆発して死んだ事故がありましたね。これも依存症の一つです。

○お酒やたばこで、気分を落ちつけたい、気分を変えたいということがある、というのはみんなも知っていることでしょう。これもすぐに依存症になり得るドラッグです。

○最後の項目は、みなさんもよく知っている危険なドラッグですね。

さて、最後の項目以外は、法律でも認められていて、簡単に手に入れられるものばかりです。

いわゆるドラッグストア（薬局）で簡単に買えるモノばかりです。
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[image: image7.wmf]•

種類は関係ないのだ！

•

自分の気分を変えられるモノならば

…

何でもドラッグ！


	さあ、結局、薬物って何でしょう？

つまり、気分を変えられるモノならば、何でもドラッグになりうるということです。怖いですね。

スッキリしたり、落ち着いたり、簡単にできるから癖になってしまい、依存症になるのです。

何も、麻薬や覚せい剤を手に入れなくてもドラッグ中毒になってしまう危険性があると言うことです。

つまり、クスリは「治療薬として用いる」こともできるし、「危険なドラッグとして用いる」かのどちらかなんです。
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[image: image8.wmf]最高の気分が

味わえるよ！

ダイエットに

きくんだよ！

一度だけなら

だいじょうぶ！

みんなやってるよ！

イライラがとれて

すっきりするよ！

やめたいときに

いつでもやめられるよ

！

勉強にも

集中できるよ！


	さあ、親しい友人や先輩からこんなふうに勧められたら、どうしますか。

ロールプレイイングで、断り方を考えてみましょう。
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薬物の種類（抑制系）

		麻薬（アヘンなど）







		向精神薬（精神安定剤など）







		有機溶剤（シンナー、トルエンなど）



よくせいけい



*

○つぎに、ここで紹介しているのは、とろ～んとしたい気分だなと感じさせるドラッグです。

○クスリが効いている間は、夢見心地となります。
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危険なドラッグ（薬物）はどれ？

		鎮痛剤（いたみどめの薬）

		かぜ薬

		せきどめ薬

		ガスライター

		酒

		タバコ

		スピード、エス、タマ



どれが薬物（ドラッグ）だろう？



*

さて、この中で、どれが危険なドラッグになるか、わかりますか？



実は全部、危険なドラッグになるんですね。

いちばん下のスピード、エス、タマは、覚せい剤やMDMAの別名なんだけど、皆さんにもお馴染みの上の６つも、使い方（用法・用量）を間違えると危険なドラッグなんです。





そのいくつかの例を紹介しましょう。

○ある人は、頭をスッキリさせたくて、毎日少量の鎮痛剤や風邪薬を飲んでいましたが、ついには毎日大量に飲まないとスッキリしなくなってしまい、依存症になってしまいました。

○ある人は、咳止めの薬を飲んだ後のスッキリ感がクセになってしまい、依存症になってしまいました。

両方とも、飲む量や回数を守らず、好き勝手に飲んでいた結果、依存症になってしまったのです。



○100円ガスライターやカセットコンロのガスカートリッジのガスをたびたび吸引した中高生が、爆発して死んだ事故がありましたね。これも依存症の一つです。

○お酒やたばこで、気分を落ちつけたい、気分を変えたいということがある、というのはみんなも知っていることでしょう。これもすぐに依存症になり得るドラッグです。

○最後の項目は、みなさんもよく知っている危険なドラッグですね。

さて、最後の項目以外は、法律でも認められていて、簡単に手に入れられるものばかりです。

いわゆるドラッグストア（薬局）で簡単に買えるモノばかりです。
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		種類は関係ないのだ！



		自分の気分を変えられるモノならば…



何でもドラッグ！



*

さあ、結局、薬物って何でしょう？



つまり、気分を変えられるモノならば、何でもドラッグになりうるということです。

怖いですね。



スッキリしたり、落ち着いたり、簡単にできるから癖になってしまい、依存症になるのです。

何も、麻薬や覚せい剤を手に入れなくてもドラッグ中毒になってしまう危険性があると言うことです。



つまり、クスリは「治療薬として用いる」こともできるし、「危険なドラッグとして用いる」かのどちらかなんです。










_1356706188.ppt


最高の気分が

味わえるよ！

ダイエットに

きくんだよ！

一度だけなら

だいじょうぶ！

みんなやってるよ！

イライラがとれて

すっきりするよ！

やめたいときに

いつでもやめられるよ！

勉強にも

集中できるよ！



さあ、親しい友人や先輩からこんなふうに勧められたら、どうしますか。



ロールプレイイングで、断り方を考えてみましょう。

*
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薬物の種類（幻覚系）



		ＬＳＤ







		大麻







		マジックマッシュルーム



げんかくけい



*

○つぎに、ここで紹介しているのは、幻聴や幻覚などを呼び起こすドラッグです。

○クスリが効いている間は、別世界にいるような感覚や実際にはありえないことを体験します。
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_1356706160.ppt


右は正常な人の脳

左はシンナー乱用している人のちぢんでしまった脳





*
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薬物の種類（興奮系）

		覚せい剤







		ＭＤＭＡ







		コカイン



こうふんけい



*



さて、違法な薬物の種類について、おおまかに説明します。

この画面に集められているのは、異常に興奮させるドラッグです。

クスリが効いている間は、食べなくても、眠らなくても、興奮状態のままとなります。
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